










はじめに 

昭和 43 年に発生した PCB 中毒症、いわゆる「カネミ油症」は、現在も診断・治療の面で未

解決の問題が多く、また、PCB の小児の成長、発育及び次代の健康への影響などについて

危倶がもたれている。 

長崎県では、昭和 60年 2 月末現在 745名が油症患者として認定されており、その多くは､

長崎市及び五島列島に居住している。 

前回、我々は、PCB の人体影響を明らかにし、今後の母子保健管理の資とするため､長崎県

五島列島玉之浦町及び奈留町のPCB汚染油摂取の母親から昭和43年以降に生まれた児の生

下時の体重、歯牙及び顎骨組織の発育、PCB、PCQ の経胎盤等による母子間移行について追

跡した。 

その結果、経胎盤油症児の中には出生時体重の低い者がいるが、平均体重でみた場合には、

母親の PCB 汚染油摂取が必ずしも児の胎内発育障害を起こすとは限らないこと、PCB 中毒

症が発生した昭和 43年度に生まれた生徒のうち認定患者 5名全員に、矮小歯、歯胚欠如・

過剰埋伏歯などの歯牙異常がみられたこと、油症患者の胎盤から PCQ が検出され、PCB 濃

度も健常者より高値であったことなどを報告した。 

今回、我々は、昭和 43 年以降に PCB 汚染油摂取の母親から生まれた児についての新生児期

及び乳児期の異常、昭和 44 年度から昭和 46 年度生まれの生徒の歯牙の発育について､追跡

を行ったので次のとおり報告する｡ 


